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98 一-Abstract一一
Russian Studies of the Sendai Clan in the Edo Era 
1 WAI N oriyuki 
In the closing days of the Tokugawa shogunate， Yokendo， an educational institution of the Sendai 
Clan， included Russian studies as one of the subjects in its curriculum. The institution held a valuable 
Tatishchev's French-Russian Dictionary. It was the same edition that the Shogunate government 
had bought from Golovnin. It had been released in Hakodate in 1813 and then kept and used by 
Baba and Adachi， who had been excellent pupils of Golovnin in Russian language at Hakodate， atthe 
Government's Acad巴myin Edo. 
1 began my study mainly on th巴basisof Dr. Yamagata's articles regarding learning and edu-
cation at Yokendo. An excellent opportunity to study Russian was taken by Otsuki Heisen， the 5th 
headmaster of the institution whom， in1819， the lord of the Clan had ordered to create a Japanese 
translation of a world atlas made in Russia. It was di宜icultfor him， a Confucianist， but he was able to 
finish it in 1821 with th巴helpofδtsuki Gentaku， a member of the same family， atEdo， and a famous 
scholar of the Dutch language and sci巴nces.About 10 years earlier Otsuki Gentaku and Shimura 
Kokyo had compiled “Kankai-ibun"， a ful report on 16 sailors of the Sendai Clan who had been cast 
of course and drifted from Japanese into Russian territory. It covered the years 1793-1803. On that 
occasion σtsuki Heisen felt an absolute necessity for Russian language ability and picked his best 
student. Onodera Daisuke (later Tangen)， 22 years old， togo to Edo and to learn Dutch and Russian. 
In 1824， Onodera returned to Sendai， but we have no information about where he had studied or who 
had taught him Russian. From 1828 to 1834 he lived in Nagasaki and worked on Dutch and Russian 
studies under Nakayama Sakusaburo， a Dutch-language interpreter， and with him translated Russian 
topography and history from Dutch originals. Onodera got Tatishchev's French-Russian Dictionary 
from]. W. F. Van Citters， chief of a Dutch factory of Dejima， and brought it back to Sendai. In 1849， 
Onodera became a main translater of Dutch and Russian for the Sendai Clan. In 1850， Otsuki Shusai， 
son ofσtsuki Heisen and 6th headmaster of Yokend，δ， appointed him to a professor of Russian language 
at Yδkendo. In 1859， the Shogunate government， perhaps in recognition of his abilities， ordered him 
to become an assistant to academicians in Edo. In the same year， he translated， from Russian into 
J apanese， a ratification instrument brought by Goshkevich， t 
1) Roshiya・kokushi1， Roshiyakokushi・enkakusetsu1 : MSS in 2 volumes owned by the Saga 
Prefectural Library. 
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2) Roshiya-kokushi I， Roshむla・enkakusetsuII， IV : MS in one volume owned by Seikado. 
3) Roshiya-kokuji: a single-sheet printed in 1838， owned by the Waseda University Library. 
4) Shinyaku-gaikoku-keisei-ryakuj，δ: MS owned by the Ichinoseki City Museum. 
5) Yuyoku nikki : MS owned by the Ichinoseki City Museum. 
1) and 2) make up on巴workof Russian history and topography which was translated into ] apanese 
from Dutch by Nak，のlamaand by Onodera while he was studying at Nagasaki. In 3) Onodera出ustrates
the Russian alphabet. 4) was tr.anslated into ]apanese from Dutch， aswere 1) and 2)， by Onodera in 
1847. It is a brief topography of North and South America， sti1 unknown to] apanese. In its foreword， 
he expressed sympathy for Reverend Osen's opinion about which was the better approach to trans開
lation， word-for-word or free? This was an important matter of opinion for translators like Onodera. 
They had struggled to achieve a new style of ] apanese language among old-fashioned scholars. 5) is 
as巴lectedtravel diary writt巴nin classicaI Chinese in 1831. 
W巴don'tknow how pupi!s learned Russian or did Russian studies in Yokendo， but， infact， only 
Onodera did Russian studies for the Sendai Clan. The scholastic mantle fel1 on the shoulders of his 
son-in-law， Roichi， who learned Russian under the missionary Nikolaj at Hakodate and then went to 
Russia for study in 1870. After 4 years， he came back ω]apan and became a government oficiaI in 
Hokkaido. 
In the Meiji era， ] apanese improved their abi1ties in Russian， as Chekhov noted praisingly in his 
work “Sakhalin Island"， 1895. At the same time， ] apan increasingly regarded Russian language and 
Russian studies as g巴opoliticalinstruments. 
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幕末仙台藩におけるロシア学研究の開始とその展開
岩井憲幸
はじめに
明治23年 (1890)に出版された『日本教育史資料 萱Jを繕くと，旧仙台藩の学制・学校等の簡潔
な記述の中に次のような一文があって，仙台藩藩校養賢堂において教授科目としてロシア学が設置さ
れていたことが判明する。(原文縦書き。以下同断。次の引用文中では通行体を用いる)。
学科学規試験法及諸則 養賢堂ニ於テ教授ゼシ科目ハi英学歌学魯学蘭学算術筆遺習礼及ヒ兵学剣
鎗術ナリ[中略]魯学蘭学歌学ハ試験ナシ (pp.697…698)
さらに宮城県図書館伊達文庫にはオランダ語・英語・フランス語・ドイツ語・ロシア語の洋書が伝
存する。ロシア語審は10点を算えるが，就中タチシチェフの仏魯辞典が含まれていることに驚く。こ
の書は当時幕府天文台にのみ蔵されていたもので貴重な辞書であり，仙台藩がどのように入手したの
か興味をそそる。とれら二つの事柄に触発されて，今次の調査・研究は為された。
仙台藩藩校養賢堂にかかる科目が設置された経緯にはさまざまな要因が看取できるが，それらを探
るまえに，仙台藩における外国研究の遠因となったいくつかの事情について，まず触れておく必要が
あるだろう。
前史
奥州仙台藩は開祖伊達政宗以来幕末・明治初年に至る迄外国との関係を，時に積極的に時に消極的
にでももたざるをえなかった。その第lは政宗による支倉常長らのいわゆる慶長選欧使節派遣であり.
第2は元文の黒船への対応であり，第3は津太夫ら仙台漂民のレザノフからの受領であり，第4は北
辺への警訴となった工藤兵助・林子平の出現と，その後の蝦夷地出兵であり，第5はプチャーチンと
ペリー来航時における対応であり，第6は戊辰戦争前後に生じた箱館への仙台藩士流入とロシア正教
会のニコライとの出会いである。
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これらの多くの場合，文化的・学術的な営為が喚起されることになったが，その際強力な推進力は
江戸期におこった蘭学・洋学が担った。仙台藩は，大槻家を中心として主に江戸において蘭学者を輩
出・活躍せしめ，また幕閣堀田正敦注1)による大槻玄沢らの庇護・助成のもと蘭学・洋学の盛行があっ
た。特に後者は仙台藩の洋学を語る時，重要な一件といえる。
支倉常長らの帰国は，外国貿易の禁止とキリシタン禁令施行後になされたために，直接の成果を生
み出さなかった。だが興味深いことに，常長帰国(元和6年.1620)の約190年後(文化9年.1812). 
大槻玄沢は請うて当時秘匿されていた渡来物の一覧を行ない.r金城秘瞳J上・下を著わしている。(そ
の補遣は大槻文彦により明治45年 (1912)に著わされる。『磐水存響J乾所収。常長らの遺物は明治
39年 (1906)5月開催の東京帝室博物館特別展覧会甲部においてく伊達伯爵家蔵支倉遺物〉と銘うた
れて列品された)。
元文の黒船とは元文4年 (1739).ベーリング (B.H. EepsHr. 1681-1741)底下の露国日本探検隊シユ
パンペ1レグ (M.r.凹raH6epr.?-1761)艦隊一一 (4隻，のち7隻)ーーが，日本沿岸に出没した事件を
さす。仙台藩に限定して語れば，初め牡鹿郡谷河浜に，ついで亘理郡磯村沖に出現した。仙台藩は在
府中の藩主伊達重宗に急報し，出兵の準備を行なったが，シュパンベルグの碇泊が短期で、あったため
事なきを得た。牡鹿郡では仙台藩の役人等とも接触があった。注2)
津太夫ら仙台漂民4名がレザノフの遺日使節に伴われて帰国したのは文化元年 (1804)である。同2
年 (1805)幕府より漂民引渡しがなされ.仙台藩吏が長崎より江戸へ移送。江戸愛宕下の藩邸内では
大槻玄、沢と志村弘強が漂民から事情聴取の上，記聞作成を命じられる。一旦両人により記聞はなった
が，玄沢はさらに考究を加え，文化4年(1807)に『環海異聞』全16巻を完成し藩に上呈する。本書
は大黒屋光太夫の漂流記聞たる桂川甫周撰日じ撞聞略J(寛政6年(1794)序)に範をとったものだが，
後者が幕府医官によって公式に編纂されながらも秘匿されつづけられたのに対し，前者はー藩におい
て作成され，結果的には世間にも流布した。しかもレザノフ (H.I. Pe3aHoB. 1764-1807)はクルーゼ
ンシテルン(M.φ.Kpy3eHlliTepH. 1770-1846)の世界周行艦隊に同乗していたから，期せずして仙台漂
民らは日本人として初めて世界一周の体験をなしたわけであり.記聞の内容も変化に富み，多くの彩
色図を含んだ秀れた編纂物となった。ここでも堀田と大槻玄沢一門の蘭学が大きな推進力となってい
る。一方レザメフは文化2年 (1805)通商を拒否され長崎を退去するが.盆溜やる方なく，自己の管
掌下にあった海軍大尉フヴォストフ及ぴ同少尉ダヴイドフに命じて日本北辺の侵掠を実行させる。世
にいう文化露冠事件である。これにより日本国内は俄にロシアへの恐れと関心が高まり，幕府も警戒
感を抱かざるを得なくなった。このような状況下『環海異聞』編纂後，玄沢は藩命を受けて文化3年
(1806) r北辺探事』を撰する。この書の後半は文化露冠事件等露国関係の記録をなし，対露政策の緊
要を求めるものであった。なお『環海異聞』編纂にあたり，玄沢門下の地理学者山村才助・松原右仲
の助力も大いにあったことは特筆に値する。
玄沢より以前，仙台藩には工藤兵助と林子平のニ人の経世家があった。共に蘭学者との交流が頻繁
で、あった。兵助は『赤蝦夷風説考j(天明3年 (1783)序)を著わし，ロシアの南下に対抗策として蝦夷
地開発とさらに対露貿易の要を説き，田沼意次の蝦夷地経営に影響を与えたとされる。子平は『三国
通覧図説H天明5-6年 (1785-86))を刊行して，結果的に日本がロシアを含む大陸から見ての東端の
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弧状列島たることを認識させしめた。『海国兵談j(天明6年 (1786)序，寛政3年 (1791)刊)では海
防論を大きく展開した。しかし両著とも幕府の思避するところとなり，板木が没収されたという。両
人ともー藩を超えて対露の警鐘を全国に鳴らした。後述の小野寺玄丹はことに子平の書に啓発された
と説かれる。このような対露政策は蝦夷地警備の要となって具体化する。フヴォストフ事件後，文化
4年 (1807)幕府は西蝦夷地を松前藩より取り上げて直轄領とし，堀田正敦を蝦夷地に派し，防備責
任者とする。この折，大槻玄幹，桑原隆朝の仙台藩医が同道。堀田は同年10月帰還するが，幕府は同
年11月仙台藩に対しエトロフ・クナシリ・箱館の蝦夷地警備を命ずる。安政2年 (1855).前年の日
米和親条約及び日露和親条約締結後，幕府は東西蝦夷地を直轄領とし，仙台藩に対してはシラオイ・
ユウフツ・ネモロ・エトロフ・クナシリを自領として警備することを命じたが，事実上は対露国境警
備であった。二次に亘る蝦夷地警備には仙台藩医員も随い.極寒地での疾病研究も余儀なくされた。
ペリー来航，プチャーチン来航時の嘉永6年 (1853).玄沢の次男にて藩儒の大槻磐渓は同年8月に
米国国書につき，同10月には露船の処置につき幕閣に対し上申書を送っている。開港の要とその利，
又露国をして米国を牽制すべきことを説く。さらに次年ペリー再来航時，磐渓は藩主の命により神奈
川に赴き，ペリー艦隊をはじめ，ペリー自身，その一行の多岐に亘る事物を，鍬形赤子らの絵師の助
力も得て，二巻の絵図に纏めた。今日大槻家本が『金海奇観Jとして早稲田大学に蔵される。
仙台藩は，明治政府への政権移行前後，多くの下級藩士が旧蝦夷地へと向かった。その時分，ロシ
ア正教会を他の既存のキリスト教会と俄に峻別できず，むしろ自分たちの望む政体を実現せしめる教
義と誤認し，これに帰依する者が多かった。箱館が開港地であったため，この地に集って正教の研究，
ロシア語の学習に志ざす者もあった。
上述のごとき仙台藩の歴史的流れの中にあって，養賢堂における蘭学研究さらにロシア研究は徐々
に立ち現われることになるのである。
仙台藩のロシア研究開始と小野寺丹元
仙台藩にロシア研究のきっかけを与えた事件・人物については上述したが，置接的契機となりえた
のは.やはり仙台漂民の帰国とその取り調べ報告書ともいうべき『環海異聞Jの作成であった。ここ
では地誌とくに地理学的研究が要請された。『環海異聞Jを成す調査・研究は江戸の大槻玄沢とその門
下生に帰される。かくして江戸から本国の仙台へロシア研究はどのように移行したか。
仙台藩藩校養賢堂の第五代学頭大槻平泉注3)は，文政4年 (1821)r俄羅斯版万国輿地図Jの訳を藩
に上呈する。その自蹴に次のようにあるという。『新撰洋学年表Jより引用。[ ]内は筆者の補い。
文政己卯[同2年.1819J之秋，大槻準受命，欲反訳魯西亜板万国図，而其文字蚊脚蟹行，未易
粋通解.向某江戸客在之日，蔵山村氏所訳彼国字之書，出而参枝，終得反訳国名，是以寄書於江
戸同族玄沢，玄沢転寄崎陽舌人馬場氏所著一小冊，因就二書，掲力焦思三年而卒業，惜哉，原図
多磨滅，間有不可了者，故其不審者剛剛罵，
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平泉はもとより儒員であるが，ロシア製世界図の翻訳を命ぜられ，江戸在住の玄沢を介して山村才助
のロシア文字の訳と長崎通詞馬場佐十郎の著書を参考とし，苦心惨憎の上3年を経て反訳上呈した。
原図は磨滅し，文字は不鮮明とあるが，おそらくは国名・地名等を翻訳したものであろう。この原図
が具体的に何であったか不明だが，いずれにせよ，平泉はロシア語の学習の必要性を痛感した。
そこで門人の小野寺大助(のちの丹元)注4)を抜擢して江戸に派し，オランダ語とロシア語の学習を
命じた。丹元は当時22歳もとより儒学生であった。平泉はかつての享和3年 (1803)同族の玄幹 玄
沢の長子ーと共に遊学に及び長崎に至り，洋学にも接した経験を有する。帰藩の途上，京都に於てロ
シア文字を見，筆写したと伝えられるが，上記藩命による翻訳にはつながるべくもなかった。
丹元が江戸にあってどのように勉学したか，すなわち誰にそしてどこで学んだのか不明である。玄
沢の近辺にあったことは容易に想像しうるが，ロシア語は誰に学んだのか。この頃幕府天文台とその
周辺には馬場佐十郎と足立左内があった。文化10年 (1813)正月両者は幕命を受けて松前に至りゴロ
ヴニーン (B.~.ronOBHHH， 1776-1831)らに直接ロシア語を学んだ。ゴロヴニーンらは文化露冠事件の
あおりをくらい，捕らえられて松前に留置されていたのである。馬場・足立さらに箱館奉行所の村上
貞助はゴロヴニーンの薫陶をうけ，ロシア語力は比類なく向上した。同年5月馬場・足立は帰府， と
もに魯西亜辞書取調御用掛となる。馬場は文政5年 (1822)7月に残するが，丹元が江戸にあった時，
馬場・足立は天文台等に在職中であり，彼らに接触した可能性がある。当時，天文台員等は余暇に私
塾を営むことが慣習的に許されていたらしい。天文台でにせよ私塾でにせよ丹元がどこで誰に師事し
たのか，これを直接明らかにする資料は今のところ存在しない。
丹元は文政7年 (1824)帰藩。これより前，仙台藩では文政4年 (1821)に養賢堂に蘭学方が.翌5
年に医学館に蘭方科が設置される。文政10年(1827)玄沢技。文政1年 (1828)丹元は長崎に遊学。
禅寺に寄寓し，長崎通詞中山作三郎注5)について蘭学・露学を学ぶ。一説にシーボルトの鳴海塾にお
いてロシア語を学んだとされるが，同年シーボルト事件が出来するから，疑問が残る。この間，作三
郎と『魯西E国史Jを共訳する(後述)。天保5年 (1834)帰藩。同9年 (1838)r魯西E国字』刊行
(後述)。嘉永2年(1849)丹元は魯商班阿蘭陀両学和解方引切を命ぜられ 藩医員となる。同年儒者
の国分平蔵と共に長崎に遊学， 3ヶ月滞在して養賢堂用に蘭書・露書を購入した。翌3年 (1850)帰
藩，第六代学頭大槻習斎注6)の命で蘭学局の露語教授となる。さらに安政3年 (1856)蘭学局総裁と
なり， r済々一方Jを上梓する。安政6年 (1859)幕府の蕃書簡所教授手伝に任ぜられ，託戸に出仕。
文久3年 (1863)帰藩。のち明治6年 (1873)東京に移住し，ロシア語の私塾など経営したが，明治
9年(1876)に捜する。歳77。
小野寺丹元の医師としての業績は別として，こと蘭学・露学における活動と実績，さらに養賢堂にお
けるロシア語教育の実態を示す資料はきわめて少なく，戦前・戦後にかけて精力的に仙台藩の医学・
蘭学を調査・研究した山形倣一氏の論孜注7)の域を超えることは難しく，以前不明とすべき点が残っ
ている。筆者は基本的に山形氏に従いつつ，今次ロシア学に関わるごく一部の資料を探訪し調査を行
なったにすぎない。
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伊達文庫中の口シア語書籍
養賢堂の露学がいかなるものであるかを窺うよすがとして 伝存するロシア語書を調査した。宮城
県図書館伊達文庫には計10点の露書が蔵されていることは既に述べた。 D242からD251の番号を付さ
れているのがそれである。養賢堂由来の書籍には「仙蓋府拳圃書」の印頼を有するというが，これに
該当するのは10点中， D242からD247の6点である。今回閲覧を許可されたものは，次の6点である。
以下その報告であるが，はじめに日本語通名を示し( )内に旧分類番号，上述印頼を有する場合に
は番号前に*印を付し，ついでロシア語タイトルを旧正字法によって示す。番号の若い)1固に掲げる。
1)航海測量書(申D242): Kyp白 HaBHrau;iH，l:¥JI耳、BOCIIHTaHHHKOB1>MOpCKarO K叩巴TCKaroKoprryca. 
COCTaBHJI1> JIe首TeHaHThI.B回 bpOH，l:¥も.1861r. B1> JIHTOrpaφiH Io. IIpoxopoBa. 
2)魯西亜幾何学書(申D243): Ha'laJIbHaH reOMeTOpiH COCTaBJIeHHaH KarrHTaHOM1>-JI巴話TeHaHTOM1>e. 
BeceJIaro. CaH町田Tep6ypn，1853. 
3)航海ニ用ユル天文書作DZ44): ACTpOHOMH'leCKi且叩同CTBaKopa6JIeBm明白iH.COCTaBHJIb C. 3eJIeHOii， 
CaHKTrreTep6ypn>， Bb THrrorpaゆiHMopcKaro Ka.L¥eTCKaro Koprryca. 1861. 
4)物理学書作D246): PYKOBO.L¥CTBO仰3HKH.COCTaBI1JIb AKa).l，CMHKb 3.JIeHU;1>. 1JacTb I. CauKT即時p6ypn.
B1> THrrorpaやiHI1MrrepaTOpcKoii AKa).l，eMiH Ha:戸(b.1851. 
5) タチシチェフ仏魯辞書全2冊 (D249): IIoJIHO誼旬開IJ;y3KOiipocciiiCKO益JIeKCHKOH1>，C1> rroc油江田ro
H3).l，aHiH JIeKcHKoHaφpaHU;y3cKO益AKa江eMiHHa PocciiiCKOii H3bIK1> rrepeBe，l:¥eHHhlii. BTOpoe H3瓦aHie，
P剖町問団協rreαlH'leHHOeC1> !tpaHU;y3c悶悶opHrHH抑制1>，HCrrpaBJIeHHOe H ，l:¥orrOJIHeHHOe CTaTCKHM1> 
COBtTHHKOM'b 1I. TaTHIu;esbIMも.TOM1> 1. A-K， TOMb 1. L-Z. B1> CaHKTIIeTep6yprt， 1798. I1eQaTaHO B1> 
IIMrrepaTOpcKoII THrrocp岬iH，Y IIBaHa Be話T6peXTa. 見聞き左扉に]Dictionnairc complet Francois 
et Russe compose sur la demiere edition de celui de l'Academie Francoise. Second edition soigneusement 
con仕onte巴avecl' original francois， corrig白 etaugmcntee par Mr. J. de Tatischeff， Conseiller d'Etat. Tome 
1. A-K.， Tome 11. L-Z.， a St.Petersbourg， 1798. De l'1mprimerie 1mperiale chez J. J. Weitbrecht. 
6)魯国史 (D250): PyccKaH HCTOpiH. H. YCTpHJIOBa. 1I3，l:¥aHie rrHToe， Hcrrpa回日間oeH ，l:¥OIIO皿 eHHO巴
HCTOpH'leCKHM1> 0603ptHieM1> u;apcTBoBaHiH rocy，且apxIIMrrepaTopa HHKOJIaX 1. C1> 5 KapTaMH H 45 
rJ1印刷H.可aCTbrrepBaH.月peBHHHHCTOprn. CaH町 reT巴p6ypn.B1> THrrorp坤iHArrOJIJIOHaφpH).l，pHXCOHa. 
1855. 
このうち養賢堂由米を示す印記を有するのは1)~4) の 4点。未見の D245. D247にも向上印が捺され
ているようだ。丹元が露学教授として在仙期間中 (1849-1859)に養賢堂へ購入された可能性があるも
のは.D243. D245' D246だ、が.D251もあるいは丹元がかかわったのかも知れない。 5)については後
述するが，いずれにせよ海軍に関係する書物が多いことは，先に述べた仙台藩による軍艦建造の事実
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とかかわりを有すると考えうるo その関係の書はロシア帝国海軍幼年学校の図書が多く，使用の形跡、
が判然としており，学習・研究用であったのではないか。
丹元のロシア語研究という観点から最も興味ぶかいのは5)である。そのタチシチェフ仏魯辞書は
保存状態がよく，美麗とさえいえる。
下述の商館長よりの譲り受け時点での原装か。書誌的な事項をまず述べる。第l・第2巻共に茶色
革表紙。表紙に細い金線を廻らす。背は黒草地に6つの赤草の横縞を配し，それぞれ別様の金箔押し
模様をもち，中央の楯状紋中に巻数をアラピア数字で箔押し。その上の第2段目に (Dictionnaire/ de 
Tatischeff)と金箔押し。大きさ第l巻.23x 14.5cm前後，第2巻.22.5 x 14.5cm前後。摩さ各々7cm
と6.5cm前後。 2巻共表紙の次に青緑のマーブル紙あり。第l巻遊び紙白紙前のマーブル紙ウ中央に
〈俄羅斯語書 二冊〉の墨書貼り紙，養賢堂時代のものか。遊び紙オにインクによる2種の書込み(後
述)。同ウ白紙。ついで見聞きで左に仏文タイトJレ，右に露文タイトルが続く。後者上端に露文書き込
み。同ウは白紙。次に序文等1-四ペー ジ。 I-IIは左右2段組みで左欄に (Avertissemen t.)の仏
文，右欄に〈口peA"bYBtAOMJIeHie.)の露文。共に〈諸言〉の意。 N-Wは書謄].]. Weitbrechtの刊行書
目，同工左右2段組み。 Eは独魯辞典の見本組み。殖は使用略語一覧。ついで辞典本体1-957ペー ジ。
同じく 2段組み。緑のしおり紐あれ本文所々に不審紙小片あり。第2巻目も造本同様。遊び紙オ上
部に2行のベン書き込み。第l巻露文書き込みと同筆。遊び紙ウ白紙。本文は1-858ページ。ただし
1はインクによる書き込み。本文中不審紙多数，特にPの部分に顕著。 270-271ページ聞に〈無〉字の
和紙小片。本文末の遊び紙は上端が欠損。遊び紙ウのど下端に〈蘭悌/弐(?)号〉と第l行墨書き，第
2行朱の付鐘を貼る。あるいは下げ札か。しおり紐なし。両巻共に料紙はやや厚手，当時常用のもの
で透かしなし。なおこの伊達家本は，現在第l巻が一橋大学図書館に，第2巻が静岡県立図書館葵文
庫に別れて伝存する旧幕府天文台本と同一再版本である。旧幕府天文台本は，ゴロヴニーンらの釈放
時，ゴロヴニーン所持本をしかるべく代価を払って，馬場佐十郎を介して譲渡された貴重書である。
上述書き込みは重要である。未報告部分もあるので改めて述べる。インクによる書き込みはロシア
語によるもの3筒所.オランダ語によるもの1筒所の計4。後者は報告済みで，丹元所有の既左とな
るものである。 4者の位置は，まず第l巻遊び紙上端に露文 (Aとするにその下に線で区切って蘭文
(B).ついでロシア語タイトルページに露文 (C)。第2巻遊び紙に露文 (D)oA・C・Dは同筆，位置
からみてこの書の最初の所有者によるか。 Bは第2の所有者とみられる。以下ロシア語から検討する。
[ ]内は訳。
Aは3行。
A) 3AYapA"b ABrycτyC"b MaHrJIec"b / AJIXaHreJIbCK"b / 22 lIo田 1808rOAa [エドゥアルド・アウグストウ
ス・マングレス，アルハンゲリスク.1808年6月22日]
B はl行のみ。
B) 3岬apA"b [エドゥアルド]
106 
Dは2行。 Aと同文。
D) 3.L¥yap.L¥b ABryclycもMallmeCb/ ApXalITeJIhCKb 22 I1lOH5I [sic] 1808 rO.L¥a 
〈エドゥアルド〉以下は英閏人名EduardAugustus Mangles。未言もこの人物が当時対英貿易の拠点
港であったロシアのアルハンゲリスクにおいて.刊行10年後のタチシチェフ仏魯辞典第2版を入手し
たと解される。
Cは6q子である。
C) Ter gedachtenis van / het Opperhoofd / J:W: F: Van Citters aan / docter Gentik. / Decima 
den 26 December / 1833 [医師元適に対し商館長].W. F. Cittersの記念として.1833年12月26
日出島[にて]]
元適は丹元の号の一。よって1833年(天保4)出島にて蘭館長JanWillem Frederik Cittersから本書
が丹元の手に渡ったといえる。〈記念として〉とあるが，常套勾で、あって，恐らく中山作三郎を介して
Cittersに相当額を支払い譲渡されたものであろう。 1833年(天保4)は丹元が帰藩する前年にあたる。
購入金は大槻平泉を介して仙台藩から公費があてられていた可能性があるが，かくしてタチシチェフ
仏魯辞書は天保5年 (1834)以後，丹元の手許ないし養賢堂に留まり，今日に'31き継がれたことにな
る。どの程度利用されたかについては不明というしかない。上述の如く保存良好で，本文中には不審
紙等が含まれるものの，勉学を示す書き込み等は見当たらない。幕府天文台旧蔵本と比較するのは酷
であるが，こちらは縦横無尽に利用された痕跡が歴然としており，これに比して伊達家本は余りにも
いわばくきれい〉である。
養賢堂の露学がいかになされていたかの実態は，残念ながらほとんど知るところがない。ただ丹元
がその教授職にあったことは事実である。
丹元の著作若干
露学に焦点を絞り，小野寺丹元自身の訳述を含む若干の著作について調査・検討したことを述べた
い。周知のものが殆んどではあるが，新しい所見も加えたい。筆者が直接閲覧することがかなった資
料は以下の5点である。
1)佐賀県立図書館所蔵『魯西亜圃史ーj(aとする).r魯西亜園史沿革説斗j(b) 
2)静嘉堂文庫所蔵『魯西亜国史巻之二/魯西亜沿革説巻三四』
3)早稲田大学図書館所蔵『魯西亜園字J
4)一関市立博物館所蔵『新課外固形勢客乗』
5)同上『遊浴日記』
1)は旧鍋島家本.2)は旧大槻家本.3)は洋学文庫本.4)5)は山形倣一氏旧蔵本である。1)と 2)は元来
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同一本で，互に補い合うが，従来2)のみが知られていた。1)2)については中山作三郎の「書留帳』
中，湊長安宛書簡控えに興味深い記事が存する注8)。織田毅氏によれば天保3年 (1832)に書かれたと
推定されるとする。とすれば，丹元が長崎滞在中のものである。
一小野寺玄適老無事ニ被罷在侯， [中略] 同人とも申談専ら魯西亜風土記翻訳仕最早七十葉計り之
・本弐三冊出来仕候，若御主家ともニ御入用も御座候ハ、追々差出可申様可仕候， [下略]
ここで言う〈魯西車風土記〉の訳稿が1)2)の元本であろう。分量は1冊約70葉， 2，3冊とする。現存
写本の分量と近似する。
1)に戻る。書誌的事項だが， a' bともに写本で，書名は各々表紙の書き題錆による。 a'bとも
に表紙は濃紺の波形紋。 a'bともに多くの朱筆あり。 aは大きさ26.3x 18.3 cm前後。 aにく魯西亜園
史 二冊〉の下げ札，背に〈ー0六〉の朱書。小白書きは右より〈魯西E圏史〉。表紙ウ内側に〈魯西
亜闘史 二本ノ内〉と逆さに文字が透けてみえる。よって表紙は後のものか。巻首内題は〈魯西亜闘
史序巻之ー/中山武徳/小野寺将)1/買/封課〉とあり，続く本文初めに〈封彊〉の朱筆タイトJレ，次に
<0魯西E領地ノ四境ハ〉と続く。墨附70棄，巻ーと巻二の聞に白紙l葉。毎半葉10行取り。印頼は
のど下に〈口口所職)(2字不読)，のど上に〈鍋鳥家離)，ともに陽刻朱印。 aの内容を章題で示せば，
次の通り。
0封彊/第二章時令風土/第三章騨描/第四章戸口習俗/第五章言語/第六章教門
a巻二の巻頭は〈魯商麗闘史序巻之二/中山武徳/小野寺勝)1頂〉とある。よって元来2冊で、あったも
のを1冊に纏めたか。表紙題接と下げ札との組踊は解消する。本文内容を示す。
第七章挙業/第八章僧人民産/第九章互市/第十章権度/第十一章銭貸/第十二章治草/第
十三章帝統/第十四章尊号/第十五章旗文/第十六章神洞/第十七章官職/第十八章賦税/
第十九章兵備/第二十章舟般/第二十一章匝分
最終章末に〈方言〉とあり.40余項に亘りロシア語単語を示す。さらに露呈〈ウヱルスト〉につき嘉
永元年 (1848)<憂天生〉なる人物により， <伊能氏><次郎吉〉に依拠する按文を付す。
b はaと同体裁だが，虫損が多い。大きさ26.4x 1弘3cm前後。表紙右下に (5/470)の朱書き，後筆
か。小口書きは右から〈魯西亜園史沿草説二〉。手は巻ーに似るが，巻二は複数人か。全81葉。毎半
葉10行取り。朱畿の入り多し。途中2筒所.葉の左端に朱太線で標示の上 <iレイフランドJiイスト
ランド」志)， <iインゼjレマンラシド」志新都〉と朱書し，独立部分のごとく各々内題を有する。
bの巻首内題は〈魯西亜沿革説巻之二/敵羅巴魯西E篇第一章 方域 [2字朱J)，次に本文 <0東
方ハ亜細亜洲ニ境ヲ接ス〉と始まる。印頼は巻ーに同じ。内容を列挙する。初め6葉に〈第一章方域
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/第二章大河>07葉オに上述の葉左端朱太線の標示。首に (r礼弗蘭土Jr伊斯土蘭土」篇巻之ー此則
千七百六十一年務費亜ヨリ獲ル国名[注双行J/中山武徳/小野寺勝)1頂/針誇〉と内題。次に〈第一章〉とあり
(0ヘルトフドンメル[…J>と本文が続く。ただし章題を表示せず〈第十五章〉まで計42葉半。つい
で向上の朱太線標示があり，その首に〈魯西E園史巻之ニ/中山武徳/小野寺持順謝語〉とあり，タ
インゲルマンランド
イトルとしてく印偶児満蘭土)(右傍朱線)とし本文が続く。〈国態〉を略述したのち. (0都府ノ著キ
地ヲ下章ニ挙ク〉としAからFまで各地誌をしるす。(なおA以下の洋字は漢字の如く書かれている)。
Fの後半では外国人の多いこと.1750年の各種人口を挙げ.1760年には外国人の急増を具体的にしる
す。さらに〈雲車>.これに関するロシア語をあげ，又 <0其都府ノ政事甚タ善良ニ〆厳格也〉と書
く。その末は，錯誤によるものかく第十一><第十二〉の地名の条を掲げる。以上金31葉半。さらに
裏表紙ウには〈第一>-(第十〉の新都サンクト・ペテルブルグの条を付加。ここで新都が〈北極出地
五十九度五十七分>.家数を〈凡ソ八千戸アリ〉等々しるす。
a'bの内容は上述中山書簡に言う〈魯西亜風土記〉であり，ロシア本国のことに新都の地誌であり，
さらに地政学的翻訳であるとさえいえる。本文中の片仮名表記等々からオランダの原本から翻訳がな
されたことは明確だが，その名はa'bのどこにも記されていない。1)a'bのさらなる性格づけは，
2) との対照を経て行なう。
2)の書名は2行に亙り黄色表紙に直書き。第l行右下に小字で〈巻之ー欠本>(後2字朱筆)とある。
写本l冊。大きさ25.2x 17cm前後。巻首内題は(魯西亜園史巻之二/長崎阿蘭陀課司 中山武徳/
東奥小野寺将順/針課〉。印頼は2つ，のど下〈大槻氏印>.その上に〈静嘉堂戴書>.ともに陽刻朱
インゲルマンランド
印。毎半葉10行取り。全3葉。文字は整った棺書。本文はじめのタイトルはく印偶児満蘭土>.改行
して墨筆印の下に1)bの内〈インゼルマンランド志〉と同文が書かれる。上述1)bの該所と内題は
同じ。(ただしこちらは職名・出身地を付加)。注意すべきは1)bに載せるAからFの記事および裏表
紙ウの(第一>-<第十〉とF末に付加される〈第十一><第十二〉の記事は.2)では)1頂序が異なり，
初めに〈第一〉から〈第十〉のサンクト・ペテlレブルグまでを載せ.A-Fの洋字記号を伊~遺と変
更してその記事を掲載する。遣の条末には〈雪車〉の記事を添え，その後に (0十一>-<0十五〉の
地名の条を載せる。これ迄墨附23葉半。 2)は次に別料紙・別筆の全45葉が合綴される。仮表紙左端
iに〈魯西E沿草説巻之三四〉と直書きの書名。巻首内題は〈魯西E沿革説巻之三/長寄和蘭課宮 中
ウェイポルグ
山武徳/東奥小野寺勝順/封課>.次に(物夜皮田而古ニ属スル地〉の章題をもち改行して本文を始
める。毎半葉10行取れ墨附29業半。
同綴後半の巻首内題はく魯西E沿革説巻之四/長寄誇司 中山武徳/東奥小野寺持)1頂/封詩>，章
題はく模斯寄ニ関係スル地〉とあり改行後本文開始。はじめモスクワ全体の地理を誌し，次に第二と
してモスクワの属領を〈第一>-(第十二〉と示し，最後に〈第四(ママ)尼設冗陸土城邑ニ属スル地〉
で終わる。墨附全14葉半。巻末に〈大槻文庫〉の朱印。
1) a' bと2)はいずれも欠巻を有するが，両者の関係を確認しておく必要がある。内題と各内容を
比較してみると次表の如くである。
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H::l鍋島家本(1)a'b 旧大槻家本 (2)
内題 内容 内題 内容
魯西亜園史序巻之一
ロシア全体地誌
第l章~第6章
魯西亜園史序巻之ニ ロシア全体地誌
第7章~第21章
魯西亜沿革説巻之二 ヨー ロッパ・ロシア地誌
「干し弗蘭土Jr伊斯土蘭土」 レイフランド，イストラ
篇巻之ー ンド地誌
魯西亜園史巻之二 インゲルマンランド地誌 魯西.!lli図史巻之二 インゲルマンランド地誌
一~ー ~ー ~ー一九一一一-ー ~一一一一一
魯西亜沿草説巻之三 ウェイボルグ属領地誌
魯西亜沿革説巻之四 モスクワとその属領地誌
内題・内容が一致するのはく魯西亜園史巻之二〉のみである。ただし2)において内容やや増加。他
はそれぞれ欠けた巻とみれば一一むろん全体は不明だがー一作三郎・丹元が企闘した訳書はロシア帝
国全体とヨーロッパ・ロシアとりわけ新都に関する地誌，附録的なものとしてモスクワの地誌となろ
うか。1) a . bは計150業濯， 2)が計80葉弱， うち33業が両者に重複することになる。現存の実
数は約200葉分とすれば，上記中山書簡の言及に近似してはいる。翻訳の原典がオランダ語のいかな
る書か，その数は複数か，あるいはこれらの抜卒か，不明としかいいようがない。
2)旧大槻本は，体裁からみて原翻訳の浄書本だろう。なおレイフランド，イストランド，インゲ
ルマンランド，ウェイボルグは，今ドイツ語で示せばLivland(=リヴォニア)， Estland (=エストニ
ア)， lngermanland， Wiborg (=カレリアの一部)で，新都サンクト・ベテルブルグとその周囲の地
方で，北方戦争勝利の結果ピョートル大帝がスウェーデンより 1721年に割譲された土地である。訳者
らの関心から新都建設の歴史・地理にあって，逸することのできぬ事項であったに相退ない。作三郎
との共訳がいつなされたか写本に記載はないが，上述書簡が天保3年 (1832)とすれば，この頃すで
に大部分が成立していたといえる。なおシーボルト事件は文政1年 (1828)に発覚した。
3)に移る。稀観の一枚刷り o刊行地不明。丹元のロシア語を直接語る資料である。現在，宇田川格
庵筆『魯西亙字音考J末に折り込みで貼付・保存される。料紙28x 44cm前後。匡郭内20.7x 32.2cm 
前後。〈魯細亜園字〉と題し，改行して次のようにある。
アスブカ アルハベット ポカパラ
順按ニ魯細亜国ニ於ハ文字ヲ亜斯歩加ト栴シ又張児法別社又薄加設刺ト唱フ今左ニ列スJレ回世ハ
オランダ
則チ平白書籍ニ鍵行スル者ナリ護頭大字ハ猶噛一蘭， rホーフド首レーツテル乍Jノ如クニメ一文ノ
首ニ記シ鎮行小字ハ猶「ド1)ー ユーク板レッテJレJノ如ク書中ニ通用ス今四体とと卜五字ヲ奉ル寸
左ノ如シ
ついでく亜斯歩加四体〉と題して各々〈鎮行〉の〈琵頭大字><小字〉とに分類し，左より掲げる。各
直立文字は発音ではなく文字名を片仮名で付す。その後こうある。
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又擦ニ魯細Eノ始祖ハ斯刺E額ノ種族ヨリ出ツ故ニ其文字ト言語ト亦是ヨリ由来ス斯刺復尼設文
字ハ魯李訓蒙中ニ載ス
天保戊成臓月穀旦/小埜寺松洲戴梓圃
印は陽刻朱印〈橘持}I買〉を捺す。天保戊成は同9年 (1838)。初学者向けの文字論だが，蘭学の心得あ
る者を前提としており，スラヴ語・スラヴ文字に言及している点が特色。ただ次の2点は不明である。
OK)(凹)(叫〉の名をくイーヘテ)(カ)(カトカ〉とするが，特に後三者は奇妙。(lKHBt.1;e)(wa) (m:a) 
すなわち〈ジヴェーチェ)(シャ)(シチャ)に近くあるべきで，誤刻の可能性大だが，後の2つはこう
読まれたか。そのことしてく魯学訓蒙〉は書名であろうか，一般的な語か。この一枚刷りは長崎遊学
後の刊行であるが，丹元のロシア語の水準を計るには不足している。
4)は写本l冊。大きさ26x 17cm前後。本文匡郭は縦19cm前後。茶の混じる灰色表紙，題築なし。
四周単辺の匡郭と柱のみを刷った料紙に書かれている。柱題は〈新語性原約説)，次に上魚尾，さらに
〈有秀亭蔵〉と刻す。いずれも未詳で，本書とは関らず，かかる料紙を用いて，上梓を意図して制作
された浄書本か。全体を仔細にみると，何箇所か胡粉を塗った上での訂正が存在し，文字は整ってい
るが板刻ではない。表紙の次に遊ぴ紙。次に図2枚折り込み。第1の図は手書き匡郭外のど上に〈レ
ンヂール)(=蘭語rendier，トナカイ)と図名を示す。手書きの細密画にして彩色あり。雪原中機を
引かせたトナカイを中心に描く。匡郭内18.7x 25.4cm前後。第2の図は上下左のみの書いた匡郭 (25
x 36.2cm前後)に機那樹2種を手書き彩色細密に描く。図の余白は説明でうめられ，標題なし。第l
の図は北アメリカに，第2は南アメリカに付随するもの。翻訳原典からの謄写であろう。次にく例言〉
2葉(後述)。毎半葉9行取り。例言中翻訳原典への言及なし。ただし蘭書であること明白。〈目次)1 
葉。内容を知るために列挙する。
新課外国形勢暑乗/M墨利加洲目次/M墨利加洲/北E墨利加州薄斯東爾都入註/所属之地/新斯
箇諜蘭土/新沃旧郭/新沃児郭以前新亙鯵期得児沓鯵/新忽由ヂ濁蘭土/墨幾失格明誇墨是可/新墨幾
失格ー名弗隆利沓/加陸利那/南亜墨利加納1/所属之地/郭伊杜
次に本文。巻首内題は〈新鐸外固形勢署乗/東奥小野寺将順課述〉。上欄に〈芝蘭書屋職印〉の陽刻
朱印，寄贈者山形倣二氏のものとのこと。本文毎半葉9行取り。全47葉。〈南亜墨利加洲所属之地〉の
章末に〈弘化四菊花月十四夜五更諜了〉とある。そのウは白紙，次に〈郭伊社〉の章2葉。訳了時弘
化4年 (1847)がなぜこの位置にあるか，不明。が，成立時とみる。本文は南北アメリカの歴史略・
地誌で，当時未知であった両大陸への丹元の関心がみてとれる。かつての『魯西E園史Jの如きであ
る。前述〈例言〉は，丹元の翻訳態度を知る上で重要。よって大意を述べる。かつて丹元は長崎の海
雲山に寄寓。一日，黄泉禅師の『碧巌録』の講鑑に列なる。禅師日く，文字は「葛藤」でそれなくば
意伝わらず，さりとて文字に依らざれば伝わらず， と。その上で不立文字の俗解を退ける。経文を説
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く時の志は，経文に従って文字外の深意を得，かっ文字の義に反しないことだ。漢訳仏典中同書で異
なるは，直訳と義訳の故。義訳は分かりやすいが，直訳はしからず。原文あるがために分かりにくい
直訳をせざるをえない。これを当世風に訳すことは原文に通じながらも，巧みに文章を操る者のみで
ある。丹元は禅師の言説に大いに心酔し.<今予ノ翻韓ニ期スルトコロ原文ニ反セスY人意ニ協ニアリ
然レ陪文ノ佳ナラサルハ原書ニ就テ止ヲ得サルナリ〉と綴る。丹元の翻訳態度は原文に反せず衆人に
解し易い訳を選ぶということで，義訳に傾いているとみなせる。しかし当時の漢文中心の作文にあっ
ての制約，一一丹元も初め儒生であったーーというよりも当時の水準から悪文と評されようとも，異
言語の原文に忠実たらんとするからだと一言断りもみせている。当時の翻訳者に共通する問題意識の
吐露であろう。彼らは翻訳作業を通じて， 日本語表現の可能性を探る実験の場に立たされていたので
ある。なお4)の書名中. <署乗〉とは(略記事〉をいうか。
5)はまさに日記である。 4)同様山形氏寄贈本の由。写本1冊。大きさ25.2x 16.9cm前後。紙縫り
の仮綴じ。表紙に直書きで〈遊浴日記〉。表紙を含め6葉，うち墨附4葉半。内題は(遊浴日記/橘将
順述〉。のど下に陽刻朱印が捺されるが，不読。本文は筆印の下に〈天保二年三月十一日〉と始まり，
〈四月朔〉に終わる。全文漢文体で書かれ，朱の加点あり。 3業目辺りから右肩上がりとなり別筆の感
もあるが，小冊ゆえに同筆か。さらに自筆稿本か。天保2年 (1831).長崎遊学中の著作だが，温泉紀
行のジャンルに属するものであろう。巻末に本書は元来日記の抄であり，然るべく文の批正を乞うて
いる。長崎近傍から島原を経て熊本に至り.途中処々の温泉に宿泊し，長崎に引き返す旅で、あった。
元来，丹元は大視平泉の下で儒生であり，噌みとしてかかる著作の存在も当然といえる。
丹元の著・訳とかかわらぬ事柄を付記する。丹元の学問環境を知る上で，ひとつの手掛りとなる記
事がある。昭和3年(1928)r日本医史学雑誌J1141号に掲載された武藤一郎の〈露西亜学者小野寺丹
元を中心とせる著書簡(日本医史学会六月例会席上談話))と題する2ページの小文である。丹元とその
男・魯庵を紹介し，目録を掲げる。魯庵のものも混じるが，侠失もあると思われるので，一つ書きと
なっているが，注解部分も略し必要部分のみ引用する。計24条:
露西E国王の献上書訳文/洋書調書通達/外国風説書通詞上申せしもの/大槻磐水の重訂解体新
書の出版を祝したる詩文を門下生に与ふるもの/古賀伺庵尺膿五通/大槻習斎尺膿/大槻礼助尺
膿/小石元瑞尺膿/品川永保尺膿/手塚律蔵尺踊/足立栄安尺膿/石田卯兵衛尺膿/字問川榛斎
尺膿/吉雄常三尺晴/伊藤玄朴尺膿/杉田玄端尺踊/高須松亭尺眉/赤沢寛堂尺膿/栗崎道巴尺
膿/河本幸民尺膿/市川斎宮，杉田玄端，下ジ龍之助連名尺膿/中山作三郎尺膿/石川玄水処方
/小野寺丹元及ぴ魯庵の詩稿三通
鐸々たる蘭学者の一群である。当然ながら丹元は蘭学の徒であった。上言日中〈露西更国王の献上書訳
文)<洋書調所通達〉は惜しまれる。次節とのかかわりからである。
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丹元と蕃書調所，後継者魯ー
馬場と足立亡き後，天文台のロシア語はどうであったか。馬場は文政5年 (1822)残，足立は弘化2
年 (1845)残。その状況の一端を示す資料がある。嘉永6年 (1853)9月天文方山路弥左衛門から幕閣
に宛てられたとみられる上申書である。注9)プチャーチン使節の露文書簡和解を命じられたが，漢文訳
のみ添付され蘭訳がないため，露文のみでは不可能であると訴え，次にこう述べる。([上略]兼て御
預り蘭書之内ニ，魯西E辞書御座侯得共，独乙語と魯西E語との辞書ニ付，右辞書ニて独乙語を引出
し.右を以独乙語と和蘭語との辞書之内，阿蘭陀ニてハ何々と申儀を相弁へ，和解仕候義ニ御座候処，
右辞書之内ニ無之語多く，且先年足立左内馬場佐十郎取調候魯西E辞書之内をも取調候得共，是又右
辞書之内ニ無之語多，何分魯西亜文而巳ニては，和解出来不仕侠ニ付，此段申上候，以上〉。馬場・
足立らのロシア語伝習は不首尾であったと解される。だが，原平三『幕末洋学史の研究.1(1992年)の
〈市川兼恭〉の章(元来，昭和15-19年執筆)が引く元治元年 (1864)1月改正の「開成所稽古規則
覚書」中には蘭・英・仏・独に並んでく魯西亜学〉の学科目が上げられているから，後復活したとみ
られるが，誰が関係したのであろうか。
丹元は安政6年 (1859)蕃所調所教授手伝となる。『日本教育史資料七H洋学〉の章中〈安政六
年〉条に. ([上略JO三月廿七日村上英俊小野寺丹元出役教授手伝トナル〉とあり，さらに〈教授方〉
条中，村上英俊の次に〈松平陸奥守藩士小野寺丹元〉とある。注から〈書籍調等〉に携っていたと読
めるが，ロシア語力を評価されてのことであろう。事実丹元は露国初代領事ゴシケーヴイチ(日O.A. 
rOIIIKeBH'I， 1814-1875)が持ち来った露帝国書の翻訳を行なっているのである注10)。東京大学史料編纂
所所蔵『安政六年己未魯圏往復書翰』注11)の冒頭にゴシケーヴイチの添書訳文さらに下に引用する文
と同内容の訳文がまずあり(共に訳者名不記).ついでく魯文和解)と但書があって以下の文が載せら
れている。
日本高貴の政膳諸君に呈す
千八百五十八年第八月九日及ひ十七日アヂユータント ゼ子ラル アドミラル官名ガラーフ爵名エ
ウヂニヱム，プウチアチンと日本の全権諸公と取結ひたる傾約の第十九僚に従ひ吾大皇帝今方に
親ら取究の盟書に題名し而て余亦是に針し吾か望書押及ひ帝園の璽章を押したりO此取究書の取替シ
は此方より箱館のコンシユJレ議定官たるゴスケヰツチに委託すO右に云ふ取替は」ガラーフ爵名プ
ウチアチンと日本全権諸公と膳接して取究めたる如く江戸に於て之を為へし」余此に全く誓ふこと
あり此大儀を挙行するハ愈々両園政府の親交と交儀を堅くし且両園臣民の幸福を加倍すへしとす
千八百五十九年第三月六日
シント，ベイトJレスブJレグに於て
外園事務宰相プリンス爵名 ア・ゴルカコッフ」
小野(ママ)丹元課
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末の〈小野〉はく小野寺〉と解す。明瞭な訳文である。よって全文を引用した。
蕃書調所での在勤期間は不明である。文久3年 (1863)帰藩とされるから.3・4年程の江戸出仕で
あったかo しかしとの時期が丹元にとってロシア語力が最も評価され発揮された時であったと評しう
る。
丹元のロシア研究は彼の養子である魯一(魯庵)注12)により継承された。本格的なロシア語の学習は
箱館のニコライの許で行なわれたと考えるが，魯ーは明治3年 (1870)ロシア留学，同7年 (1874)帰
閏，開拓使御用掛となり多岐に活躍した。次節以下紙幅の関係上簡略に述べる。
ニコライと仙台藩出身者
ニコライ (HsKOJIai1.本名目.且.KacaT即凪 1836-1912)は文久元年(1861)にロシア領事館付き主任
司祭として箱館に着任。一方仙台藩から当時エゾ地に多数の流入があった。養賢堂出身者としては笹
川定吉がおり，ニコライに受洗。後仙台正教会に力を尽くした。詳細は専書に譲るが，ロシア語に限
定すれば，ニコライの許に集った人々のうち小野荘五郎が教理研究上ロシア語学習は必須と考え実行
する O 並行して漢訳聖書は儒者真山温治が和訳を行なう。ニコライは小野を補助とし，真山と共に露
和字典を編する。これは後『寿露和里』として，神田のニコライ塾において競って用いられた辞書の
前身か。(共に筆者未見)。ニコライはゴシケーヴィチの『和魯通言比考j(5IrroKc岡崎町CCKiii叩 OBapb，…，
CI6. 1857)を愛用したというから，上記の辞書にも活用されたであろう。ニコライ一時帰国の問よ
り小野寺魯ーはロシア語学習を開始。 1867年(慶応 3) の年紀を有する『魯語和鐸~ (PyCCKO・兄rrOHCKie
Pa3rOBOpbI.)はニコライの著した部門別会話書であるが，小野寺魯庵と江戸の三輪魯純.加賀の嵯峨
善次郎が全篇日本語に対訳する体裁をとる。半紙本袋綴l冊で，墨附110という注13)(筆者未見)。ニコ
ライは，終生師として敬若した大曲の木村謙斎から儒学等万放を学び，のち聖典翻訳に際しては大坂
の漢学者・中井木蒐磨を協力者と仰いだが，箱館時代当初漢訳聖典の訓点・翻訳に勤しんだ真山温治
らの努力は，ニコライの聖典和訳事業にとり礎として記憶されてよかろう。魯ーはロシアに留学して
さらなる研鑓に努める O
付説仙台藩と升展
大坂の豪商升屋は仙台藩の蔵元を務め，藩の財政に多大な貢献をなした。同港との関わりは宝暦年
中，山片家二代重賢より始まったとされるが，二代政後届が傾いた折，三代重芳を支え庖の復興に功
あったのは番頭小右衛門である。小右衛門は『夢之代j(享和3年.1803)を著わした山片騒挑。彼は
海保育陵に〈妙手〉となかば榔捻された〈サシ米〉を案出し，莫大な利益をあげたJL14)しかし仙台藩
は升屋を尊重し，藩主自ら『環海異聞』全16冊の善本を下賜している。明治5年 (1872)山片家八代
重明は本宅跡地を学校建設のために，併せて和・漢・洋の蔵書をも寄贈する。後者が〈愛日文庫〉の
核をなす書籍だが，上記善本の他，仙台藩に関わるものとして山村才助『訂正増語采覧異言J全14冊
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も存する。愛日本は通行本と異なり，彩色世界地図を含み，体裁から推して官庫に収めるべく作成さ
れた謄録本に属し，別途師の大槻玄沢を介して仙台藩に献上された一本の浄書本であろうか。仙台藩
による学を好む升屋への学問的返礼と考えうる。
おわりに
仙台藩のロシア学は，藩の始めからの流れとその役割に沿って，必然的に開始された。直接的には藩
校養賢堂学頭大槻平泉の発意により小野寺丹元が養成され，丹元ひとりが担ったといってよく，幕末
の短期にしかEらなかった。しかしよくその業を成したと評してよい。学は魯ーによりひき継がれる
が，ロシア学は文化・外交面に大きく広がりをみせる。チェーホフは『サハリン島，]COc叩OBC田町田，
1895)の注中に日本人のロシア語力を賞しこう記す。性15)< [日本領事よりの]この害翰は， 日本の青年
秘書官らが短日月の問に露語研究に関して示しつ‘ある進歩をも物語るものである。同じく露語研究
中のドイツ将校やロシア文学作品の翻訳に従事中の外国人たちの手紙は これとは比較にならぬひど
さである。〉かくて，主に地政学的見地からの制約をうけつつ，日本のロシア語・ロシア研究は続けら
れてゆくことになる。
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注 (*紙掘が尽きたので.参考文献共々 最少とする。)
1) 寛政2年 (1790)一天保9年 (1838)若年寄，主に対外問題担当。仙台藩主伊達宗村の人男。近江堅固藩主，
のち下野佐野藩主。イtli今藩・佐倉吉事後見役。
2) r通航一覧』巻 273~。参考文献9参照。
3) 安政2年(1773)一嘉永3年 (1850)。名青準通称良治。文化7年 (1810)仙台務儒。
4) 寛政12(1800)一明治7年 (1874)。名.将}I頂，通称主一郎・玄(元)適・丹元，号松洲。参照:長田勝郎(日
本ロシヤ学の祖，中皇の人 小野寺丹元について).岩手県南史談会「会報lOJ.1957;山口興典〈箕作省吾
と交友関係).向上『研究紀要 11. 1982。
5) 天明5年 (1785)一天保15年 (1844)。長崎通詞。号，武徳。『ドゥーフ・ハルマ』編纂に助力。シーボルト
の鳴滝塾に場所を提供し，基をつくった。
6) 文化8年 (1811) 慶応元年 (1865)。名，清格。通称格治ο 平泉の長男。
7) 参考文献lを見よ。きらに参照〈仙台藩医学校沿革史稿(上・下)).r仙台郷土研究J14巻3-5号，昭和19
年3-5月;(養賢堂の沿革とその洋学の発達(一・二)).向上15巻10. 11号，昭和21年10. 11月。
8) 新畑末男〈史料紹介 中山文庫「書留l援J).織田毅([解説]中山文庫「書留帳Jについて).rシー ボルト
幕末仙台務におけるロシア学研究の開始とその展開
記念館鳴滝紀要」第22号， 2012年。
9) r大日本古文書幕末外国関係文書之二』一五三。
10) 参考文献1参照。
ll) 東京大学史料編纂所所蔵史料目録データペースによる。
12) 仙台藩士岩崎勇蔵の子にして養子となる。文彦に従えば明治28(1895)残。
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13)松村明〈幕末期ロシア語学書についての覚書)， I文学・誇学J第33号，昭和39年9月，参照。旧函館図害
館のベン書き筆写本は未完。
14) r日本思想大系本田利明 海保育陵J中『新墾談J。参照:末中哲男『山片婚桃の研究1清文堂.昭和51
年。
15) A. 1. qexoB， Co6. co司.B 12-H TOMax， T.10， 1963， CTp. 241.訳文は中村融訳『サハリン島J下巻，岩波文庫 1988 
(第3刷)による。
参考文献 (*本文注で述べたものは再掲しない。)
1) r仙台市史 第4巻別篇2.1(昭和26年)中とくに山形倣ー〈仙台藩に於ける医学及び蘭学の発達〉;;重久篤
太郎(仙台の洋学)。同第10巻(昭和31年)。
2) r岩手県史第4巻近世篇l 仙台藩附・一ノ関藩1昭和38年。
3) 杉本っとむ「江戸時代蘭語学の成立とその展開~ 1 -V，早稲田大学出版部，昭和51-57年。
4) r日本教育史資料萱1明治23年，文部省網、務局;同七，明治37年再版，冨山房。
5) r伊達文庫目録1昭和62年，宮城県図書館。
6) r愛日文庫目録1昭和61年，大阪市立愛日小学校。
7) r嘉永以前西洋輸入品及参考品目録l明治39年，東京帝室博物館。
8)杉本っとむ他『深海異聞 本文と研究j，1986年，人坂書房。
9) 田保橋潔「増訂近代外国関係史1昭和18年，万江書院。
10) 石川喜三郎『日本正教伝道誌 巻之ー，巻之ニ.!.明治34年。
ll) 秋月俊幸〈明治初年のギリシャ正教迫害顛末)， I窓J34， 1980年10月，ナウカ。
12) 中村健之助・中村喜和・安井亮平・長縄光男『宣教師ニコライの日記(江HeBHHKHCBl!TOI'O HHKOJIal! 
5InoHcKoro).l， 1994年，北海道大学図書刊行会;r宣教師ニコライの日記抄.!.2000年，向上。
13) r日本人とロシア詩 ロシア語教育の歴史l2000年.日本ロシア文学会。
14) 沢田和彦『近代日本とロシアの文化交流史に関する実証的研究l2014年(平成22年度~平成25年度科研
費研究成果報告書)。
15) F. W. Putzger， Historischer Schul・Atlas，Bielefeld-Leipzig， 1925. 
